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国土交通省VSPで進めるSDG’s！ごみの見える化大作戦

国交省VSP（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･ｻﾎﾟｰﾄ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）を活用した地域環境問題への取り組み

国土交通省及び該当管轄自治体協働事業
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日本たばこ産業株式会社
美しい富山湾クラブ

提出者 富山県地域活性化団体まるごとTOYAMA
会長 小堀 友嗣
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とやまに関わるすべての人が気持ちよく過ごせる綺麗な地域を維持し、

環境美化意識の醸成と循環型社会の推進を図る。

また、活動を通して

⑴自分たちの地域の魅力に気づいてもらい地域への愛着を育む。

⑵ボランティア（社会貢献）活動の大切さと楽しさを知ってもらう。

⑶子供たちが地域の人々と同じ目標を共有し、達成感や充実感を味わってもらう。

そして、ドライバーのマナー向上に繋げる。

事業目的
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『美しい富山湾は私たちが守る』

『海にごみは行かせない！』



これまでの活動

環
境
啓
発
動
画
製
作

各自治体との協働事業として環境美化に取り組み、

多くの県民の皆様に参加していただきました。

（2017～2021 4年間で1万人以上）
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これまでの活動から見えてきた問題点

人数や回数を増やしても散乱ごみは、なくならない。
⇒ ごみを捨てる人が居るから！
⇒ ごみの発生原因を解消していないから！
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自己中心的な行為をする人・ごみを平気でまき散らす人・環境や社
会問題に無関心な人・環境美化意識の低い人たちなど、一部のレベ
ルの低い人に気付いて貰わないと解決はない



コロナ禍でテイクアウト率が高まり、公園や車内で食事を済ませるケースが増えた。
それに伴い、ごみのポイ捨やごみの放置が後を絶たない。

コロナ禍で見えてきた問題点

道路（公園）や植込みなどにごみを捨てる行為

公園・駅などのベンチにごみを放置する行為

などが問題となっている。
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町や道路（公園）が汚いのは、管理者や自治体が仕事をしていない。

管理者や自治体が清掃するのが当たり前！職務怠慢！

管理者や自治体、警察に苦情が寄せられ、対処している。
その行為は、人目に触れずに処理されているので気づかれない。
ごみは、『誰かが片付ける』が当たり前、「自分ではない」と思っ
ている人が多い！だから、また捨てる！

自分のごみは、責任を持って持ち帰る（処理する）

公共の場はみんなできれいにするのが当たり前！

ポイ捨てを軽視しない、ポイ捨てを許さない！

6



ポイ捨て
禁止

放置
禁止

ごみの出
し方注意

仮置き養
生注意

不法投棄
禁止

個々の原因を的確に対策し、ごみの発生を防ぐ

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
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ポイ捨てのない美しいまちづくりの実現のためには、
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考え方も取り入れながら、令和12年（2030年）の
ゴールを見据えて取り組む。

・ポイ捨てしないための環境づくり、人づくり

改善点

ポイ捨てしない人づくり
長期的な見地で環境教育を進めることが必要です。
このため将来を担う子どもへの学校教育と大人への
生涯学習の双方での啓発及び取組みを推進します。
【主な取組】
・親子（子供たちの）清掃活動の推進
・ごみ拾いの様子を（ドライバーなどに）見せる
・散乱ごみを見える化して展示し、啓発に繋げる
・環境美化に関する出前講座の開催や研修等の支援
・各事業者等従業員へのポイ捨て防止の指導要請
・分別収集、リサイクルの推進

発生原因をゼロにする！

ポイ捨てされない環境づくり
町内会、公園愛護団体、環境美化活動などを支援し、
「ポイ捨てされない環境づくり」に努める。
【主な取組】
・町内会による地域活動の促進
・地域団体による道路・公園の環境美化の推進
・全市町村の一斉清掃の実施
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交通安全啓発活動（シートベルト、安全週間など）の配布物などに
「ドライバーのポイ捨て」を呼びかける一文を記載して貰う。

各企業やトラック協会などへの呼び掛けなど



ボランティア・サポート・プログラム

国土交通省では、地域の皆様や企業、団体等の方々
に国道の歩道清掃、花壇の草花や植え込み、樹木の
手入れなど道路美化活動、また冬場の歩道除雪等に
参加していただき、道路への親しみを深めながら、
住民参加のもと地域にやさしい道づくりを進めるた
め「ボランティア・サポート・プログラム」を創設
しました。

【仕組み】
実施団体が実施区域や実施内容を決めた後、事務局
へ活動の希望を提出し、道路管理者・協力者（市町
村）との３者間で協定を結び、書面で決めた内容に
基づき清掃・植樹管理・歩道除雪等を行うというも
のです。活動時には、実施団体名を明記したサイン
ボードを作業区域内に立て、クリーンな活動を行っ
ていることを表明しています。

具体的な対策 国交省VSP

ドライバーマナー向上を含めたごみのポイ捨て啓発活動及び散乱ごみ調査
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国土交通省HP 国道(国管理)の維持管理 ボランティア・サポート・プログラムより抜粋
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モデル
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国道8号線 射水市 小杉白石交差点

ダイナム小杉店 ゆったり館
射水市西高木６４４

実施場所（案）
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国道8号線 高岡市江尻交差点

イオン 高岡店
高岡市江尻３３１

第１回 ４月初旬 射水市
第２回 ４月下旬 高岡市



朴木口

白石

鏡宮
交差点付近

小白石高架
交差点付近

国道8号線 射水市区間



四屋
下田

新成町 江尻
交差点付近

延長 約5㎞

国道8号線 高岡市区間


